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3　家族発生した頭蓋咽頭腫
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　【はじめに】頭蓋咽頭腫は通常弧発例であるが，

少数ながら家族発生の報告がある．我々はまれな

家族発生を経験したので報告する．

　〔症例1〕5歳6ヶ月，女児．4歳から自閉症と

して小児科にて追跡されていたが，5歳5ヶ月か

ら頭痛，嘔吐，食欲不振あり，近医小児科に通院

したが，改善せず．某院に紹介されてCTを撮っ

た所鞍上部に石灰化を伴う腫瘍性病変が著明な

水頭症を伴って認められ新潟大学に緊急入院と

なった．随時採血では明らかな下垂体機能低下は

無かったが，開頭術後ホルモン補充を必要とする

ようになった．

　〔症例2〕症例1の祖母の71歳．直腸癌と糖尿

病の既往がある．2ヶ月前から物忘れが顕著にな

り，当院神経内科を受診．CT／MRIにて鞍上部に

石灰化と嚢胞を伴いMonro孔を閉塞させる腫瘍

性病変を認めて当科に入院となった．血清PRL

57．0皿g／mlと高く甲状腺ホルモンは基準値以内だ

ったが，TSHはTRHに遅延反応を示した，低血

糖刺激が不十分だったためGH分泌不全の診断

はできなかった．Interhemispheric　approachにて

部分摘出を行い典型的なad㎜andnomatous切e

であった．術後尿崩症，下垂体機能低下をきたし

た．

　【考察】家族発生は同胞例が2組（1組は血族

結婚の家系），母娘例1組ほか遺伝的背景として

Gardner症候群の部分症状としての報告がある．

今回の症例も含めて頭蓋咽頭腫は浸透率の低い

常染色体優性遺伝，または劣性遺伝が考えられ
る，

4Plummmer病におけるPEIT治療経験につ

　いて
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　症例は49歳，女性．X－1年4月，前頚部腫大

を自覚．R病院にて㏄上，甲状腺右葉にLDAを

指摘された．細胞診はClass　I．同年6月，当科

受診．TSH　O．01μIU／ml，　Free　T42．19　ng／dl，　Free

T35．80　pg／m1，　TSH－R1．O　IU／1未満，　TSAb

130％とBasedow病は否定的であった，1231シ

ンチグラムで右葉腫瘤への集積を認めたため，

Plum㎜er病と診断した．手術に同意せず，　PErr

治療の方針となった．4週間サイクルで2回
PEn’を施行．3月後にはTSH　O．01μIU／m1，　Free

T41．22　ng／dl，　Free　T33．74　pg／mlと甲状腺機能

は改善した．腫瘍サイズは13．8％の縮小を認め

た．機能性結節性甲状腺腫の治療選択において，

安全，簡便コスト，治療効果を考慮するとPEIT

は手術や1311内用療法よりも優れ，第一選択に

なりうると考える，

5原発性アルドステロン症
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　原発性アルドステロン症（PA）は高血圧の

5－10％とされ，心血管合併症が多いため早期診

断・早期治療が重要である．スクリーニング法の

普及により確認試験・副腎静脈サンプリング検

査（餌s）施行例が増加しておりCo㎜on　dis－

easeであるPA診療においては今後プロセスの簡

素化・非侵襲化も必要と思われる．

　県内関連施設でスクリーニング・確認試験の


